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※参議院本会議にて JR福知山線脱線事故について質問 

 

 

 

 

○辻泰弘君 私は、民主党・新緑風会を代表し、去る四月二十五日、兵庫県尼崎市のＪＲ

西日本福知山線において発生した脱線事故につきまして、官房長官、国土交通大臣及び国

家公安委員長に御質問申し上げます。 

 まず、このたびの事故で亡くなられた犠牲者の方々とその御遺族の皆様方に対して心か

ら哀悼の意を表しますとともに、負傷された方々に対し心からお見舞いを申し上げます。 

 民主党は菅直人前代表を本部長とする事故対策本部を設置し、私はその副本部長として、

当日の午後、事故現場に駆け付けました。痛々しい現場を目の当たりにし、大変なショッ

クを受けた次第であります。このような悲惨な事故を二度と起こさないため、原因の徹底

究明と再発防止対策に万全を期さなければなりません。 

 そこで、まず、現在把握しておられる事故による被害の状況並びに発生当初から現在に

至るまでの政府、関係各省庁の対応について、官房長官から御報告をいただきたいと存じ

ます。 

 同時に、何ゆえこのような悲惨な事故が起きたのか、国土交通大臣、国家公安委員長に

現時点で明らかとなっている事実関係及び原因についての御所見と今後の事実解明に向け

ての方針をお伺いいたします。 

 原因に関して、ＪＲ西日本は、レールの上に置き石があった可能性を示唆しております。

私自身、レールの上の痕跡を確認してまいりましたが、政府としてそのような事実をどの

ように把握、認識しておられるのか、お答えいただきたいと存じます。 

 また、伝えられるところでは、この快速電車は前の伊丹駅でオーバーランをし、通常よ

り速度を速めて運転していたと言われております。しかも、あろうことか、四十メートル

のオーバーランの距離を、運転士と車掌が口裏を合わせ、八メートルと伝えていたとのこ

とであります。この事故の背景に、大勢の人間の命を預かる運転する側にモラルの低下が

あったと言われても仕方がありません。 

 速度優先、ダイヤ優先の体質など、ＪＲ西日本の運行管理上の問題点を指摘する声もあ

りますが、国土交通大臣はどのように判断しておられるでしょうか。 

 さらに、運転士は、見習期間を含め過去に三たび訓告や厳重注意処分を受けていたと言

われております。大勢の乗客の命を預かる運転士の資格、適性というものは極めて厳格に

見極め、配置されなければなりません。 

 同社においては乗務員の教育訓練、身体検査、適性検査などが十分に行われていたのか

どうか、あわせて、これまでの全国の鉄道各社に対する国の指導はどのようになされてき

たのか、また、今回の事故を教訓としていかなる指導を行っていくつもりなのか、国土交

通大臣にお伺いいたします。 



 同時に、これまで半径二百メートル以下の急カーブ等に設置するよう求めてきた国土交

通省の脱線防止ガードの設置対象基準拡大の必要性及び速度超過を防止する新型のＡＴＳ

の全国の路線への普及促進についての国土交通大臣の御所見をお伺いいたします。 

 私は、兵庫県の出身者として、阪神・淡路大震災において大変悲しい体験をいたしまし

た。震災は自然災害でありますが、今回の事故は人災と言うべきでありましょう。 

 自然災害への備えに努めるとともに、かかる人災が二度と起こらぬよう、原因の徹底究

明と再発防止対策に万全を期すことを重ねて政府に強く求め、私の質問を終わります。（拍

手）   〔国務大臣北側一雄君登壇〕 

 

○国務大臣（北側一雄君） 辻議員にお答えを申し上げます。 

 まず、事実関係及び原因等についてお尋ねがございました。 

 四月二十五日に発生いたしましたＪＲ西日本福知山線における列車脱線事故では、塚口

駅―尼崎駅間で、宝塚駅発同志社前駅行き七両編成の快速列車のうち前の五両が脱線し、

そのうちの前二両がマンションの一階部分に衝突したものでございます。約五百八十名の

方が乗車をされておりましたが、これまでに判明したところでは、死者は九十一名、負傷

者は四百五十六名に上っております。 

 安全は運輸サービスの基本中の基本でございます。安全性の確保が利用者に対する最大

のサービスでございます。今回のような重大事故が生じたことは誠に遺憾と言わざるを得

ません。 

 国土交通省といたしましては、事故発生後直ちに私と鉄道局長が現場に急行をいたしま

した。私を本部長とする福知山線事故対策本部を設置するとともに、近畿運輸局に運輸局

長を本部長とする福知山線事故対策本部を設置し、事故の対応に全力を挙げております。 

 事故原因につきましては、航空・鉄道事故調査委員会が、現在、総勢十名で派遣をされ

ておりまして、調査に全力を挙げて取り組んでいるところでございます。 

 まずは、被害を受けられた方々への対応を最優先するとともに、事故原因の究明、さら

には今後の再発防止に向けまして全力を挙げて取り組んでまいります。 

 レール上の置き石の可能性がある痕跡に関する把握、認識についてお尋ねがございまし

た。 

 ＪＲ西日本がレール上に置き石の粉砕痕と思われる痕跡があったと発表したことについ

ては承知をしております。しかしながら、この痕跡については、置き石によるものなのか

又は他の原因によるものなのかどうかは確認できておらず、また、脱線の原因とどのよう

な関係にあるかは現時点で不明でございます。 

 現在、航空・鉄道事故調査委員会が全力を挙げて詳細な調査を実施をしておりますので、

その調査を通じて事故原因が明らかになるものと考えております。 

 ＪＲ西日本の運用管理上の問題点についてお尋ねがございました。 

 安全確保は鉄道輸送の基本でございます。鉄道事業者は、安全確保を最優先に事業を行

う必要があることは当然のことでございます。御指摘のように、今回の事故に関連いたし

まして、ＪＲ西日本が公表した内容が翌日大幅に変更されるなど、その信頼性が問われる



ようなことがあったことは非常に残念であり、遺憾でございます。 

 国土交通省といたしましては、鉄道事業者は公共交通機関としての使命を果たすため、

利用者から信頼されることが重要であると考えております。今後とも、ＪＲ西日本に対し

まして厳しく指導してまいります。 

 乗務員の教育訓練などについてお尋ねがございました。 

 鉄道に関する技術上の基準を定める省令では、鉄道事業者は、運転士などの乗務員に対

し、必要な知識及び技能を保有するよう教育訓練を行うとともに、必要な適性、知識及び

技能を保有しているかを確認しなければその作業を行わせてはならないと規定しており、

定期的な運転適性検査等の具体的な実施方法を指導しております。 

 これを受けまして、ＪＲ西日本においても、乗務員に対する運転に係る教育及び訓練、

視機能や聴力等の身体機能検査、クレペリン検査などの適性検査を定期的に行うよう実施

基準を定めており、これに従って行われていると聞いております。 

 今回の事故につきましては、現在、航空・鉄道事故調査委員会におきまして事故原因等

を調査しているところでございます。今後の調査状況を踏まえまして、引き続き全国の鉄

道事業者に対しまして適切に指導をしてまいります。 

 脱線防止ガード設置対象基準の拡大や新型ＡＴＳの普及促進についてお尋ねがございま

した。 

 御指摘の脱線防止ガードは、本来、主として日比谷線事故のような低速走行時の車輪の

乗り上がり脱線を防止するために設置されたものでございます。今回のような脱線に対し

て効果があるのかないのか、その検証をしていく必要があります。 

 また、ＡＴＳの改良その他の対策については、現在進めている航空・鉄道事故調査委員

会による調査の最終結果を待つことなく、原因分析の調査中に得られる情報等も踏まえな

がら、その効果、適用範囲等を検討し、必要なものから逐次実行に移していきたいと考え

ておるところでございます。 

   〔国務大臣細田博之君登壇〕 

 

○国務大臣（細田博之君） 辻議員にお答えいたします。 

 一昨日発生いたしました西日本旅客鉄道株式会社福知山線における列車脱線事故に関し

まして、まずは事故に遭いお亡くなりになられた方々の御冥福をお祈り申し上げ、また御

遺族の皆様に心からお悔やみ申し上げますとともに、事故で負傷された方々の一刻も早い

御回復を心からお祈り申し上げます。 

 本件事故による被害状況につきましては、北側大臣の答弁のとおりに、現在、死者九十

一名、負傷者四百五十六名に上ることが確認されておりますが、現在なお懸命の救出活動

を継続しておりますことは御存じのとおりでございます。 

 政府の対応についてでございますが、事故発生の一報を受け、直ちに、すなわち午前九

時四十五分に官邸連絡室を設置するとともに、被害状況を踏まえまして官邸対策室に改組

いたしましたほか、国土交通省を始め消防庁、警察庁などの関係省庁においてもそれぞれ

対策本部を立ち上げ、被災者の救助、救援を最優先に対処したところであります。 



 また、官邸で開催した関係省庁局長会議におきまして、国土交通省を中心に関係省庁が

連携し、被災者の救助活動、救急医療活動等に万全を尽くすこと、消防、警察及び自衛隊

が現場において緊密に連携し支援することなどの政府方針を確認し、現在まで政府一丸と

なって取り組んできておるところでございます。 

   〔国務大臣村田吉隆君登壇〕 

 

○国務大臣（村田吉隆君） まずは今回の事故で亡くなられた方々の御冥福をお祈りする

とともに、負傷された皆様にお見舞いを申し上げます。 

 また、警察といたしましては、兵庫県警察及び大阪府警の広域緊急援助隊を中心に、現

在も列車内に閉じ込められている方々の救助活動を継続中であり、一刻も早く全員を救助

できるよう最大限の努力をしているものと承知しております。 

 今回の事故については、事故当日、兵庫県警察において、尼崎市内ＪＲ福知山線におけ

る死傷者多数を伴う列車事故事件捜査本部を設置したところでございます。 

 今後、御指摘のレール上の痕跡も含め、事故原因の解明に向け、事故現場における実況

見分、関係者からの事情聴取等、鋭意捜査を推進しているものと承知しております。 

 今後とも、本件事故の原因解明に向けた捜査を徹底するよう警察を督励してまいる所存

でございます。 


